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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
第
一
次
ニ
ャ
ル
聖
杯
戦
争

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
９
８
Ｐ

【
作
者
名
】

　
ム
ト
ナ

【
あ
ら
す
じ
】

　
ニ
ャ
ル
ラ
ト
ホ
テ
プ
星
人
の
ニ
ャ
ル
子
が
始
め
た
ゲ
ー
ム
は
、
「
聖
杯
戦
争

シ
ク
ー
ム
」
と
い
う
ど
こ
か
で
聞
い
た
事
が
あ
る
よ
う
な
名
前
の
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
値

が
下
が
り
そ
う
な
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
！

＊
作
者
は
勢
い
で
始
め
ま
し
た
。
ど
こ
に
行
く
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
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ス
テ
ー
タ
ス
画
面
（
第
一
話
分
反
映
・
随
時
更
新
）
（
前
書
き
）

各
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
ス
テ
ー
タ
ス
画
面
（
風
）
。

物
語
内
で
判
明
し
た
も
の
や
、
作
者
が
「
い
い
や
ー
、
書
い
ち
ま
え
ー
」
と
思

っ
た
情
報
が
載
っ
て
ま
す
。

順
番
は
、
マ
ス
タ
ー
の
名
前
の
５
０
音
順
。



3

ス
テ
ー
タ
ス
画
面
（
第
一
話
分
反
映
・
随
時
更
新
）

イ
ン
ジ
ャ
リ
ー
ヴ
ァ
ン
プ

マ
ス
タ
ー
：
阿
良
々
木
暦
　
真
名
：
？
？
？

属
性
：
？
？
？

筋
力
　
？
？
？
　
魔
力
　
？
？
？
　
耐
久
　
？
？
？
　
幸
運
　
？
？
？
　
敏
捷

　
？
？
？
　
宝
具
　
？
？
？

ク
ラ
ス
ス
キ
ル

？
？
？

保
有
ス
キ
ル

？
？
？

宝
具

？
？
？

セ
イ
バ
ー

マ
ス
タ
ー
：
衛
宮
士
郎
　
真
名
：
ア
ル
ト
リ
ア
・
ペ
ン
ド
ラ
ゴ
ン

属
性
：
秩
序
・
善

筋
力
　
Ｂ
　
魔
力
　
Ｂ
　
耐
久
　
Ｃ
　
幸
運
　
Ｂ
　
敏
捷
　
Ｃ
　
宝
具
　
Ｃ

ク
ラ
ス
ス
キ
ル

・
対
魔
力
　
Ａ
・
・
・
Ａ
以
下
の
魔
術
は
全
て
キ
ャ
ン
セ
ル
。
事
実
上
、
現
代

の
魔
術
師
で
は
セ
イ
バ
ー
に
傷
を
つ
け
ら
れ
な
い
。

・
騎
乗
　
Ｂ
・
・
・
騎
乗
の
才
能
。
大
抵
の
乗
り
物
な
ら
人
並
み
以
上
に
乗
り

こ
な
せ
る
が
、
魔
獣
・
聖
獣
ラ
ン
ク
の
獣
は
乗
り
こ
な
せ
な
い
。

保
有
ス
キ
ル

・
直
感
　
Ａ
・
・
・
戦
闘
時
、
つ
ね
に
自
身
に
と
っ
て
最
適
な
展
開
を
”
感
じ

取
る
”
能
力
。
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
第
六
感
は
も
は
や
未
来
予
知
に
近
い
。

・
魔
力
放
出
　
Ａ
・
・
・
武
器
、
な
い
し
自
身
の
肉
体
に
魔
力
を
帯
び
さ
せ
、

瞬
間
的
に
放
出
す
る
事
に
よ
っ
て
、
能
力
を
向
上
さ
せ
る
。

・
カ
リ
ス
マ
　
Ｂ
・
・
・
軍
団
を
指
揮
す
る
天
性
の
才
能
。
カ
リ
ス
マ
は
稀
有



4

な
才
能
で
、
一
国
の
王
と
し
て
は
Ｂ
ラ
ン
ク
で
十
分
と
言
え
る
。

宝
具

・
風
王
結
界
　
Ｃ
・
・
・
不
可
視
の
剣

イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
・
エ
ア

・
約
束
さ
れ
た
勝
利
の
剣
　
Ａ
＋
＋
・
・
・
光
の
剣
。
人
造
に
よ
る
武
器
で
は

エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー

な
く
、
星
に
鍛
え
ら
れ
た
神
造
兵
装
。

デ
ィ
テ
ク
テ
ィ
ブ

マ
ス
タ
ー
：
草
壁
美
鈴
　
真
名
：
？
？
？

属
性
：
？
？
？

筋
力
　
？
？
？
　
魔
力
　
？
？
？
　
耐
久
　
？
？
？
　
幸
運
　
？
？
？
　
敏
捷

　
？
？
？
　
宝
具
　
？
？
？

ク
ラ
ス
ス
キ
ル

？
？
？

保
有
ス
キ
ル

？
？
？

宝
具

？
？
？

セ
イ
バ
ー

マ
ス
タ
ー
：
草
薙
護
堂
　
真
名
：
？
？
？

筋
力
　
？
？
？
　
魔
力
　
？
？
？
　
耐
久
　
？
？
？
　
幸
運
　
？
？
？
　
敏
捷

　
？
？
？
　
宝
具
　
？
？
？

属
性
：
？
？
？

ク
ラ
ス
ス
キ
ル

・
対
魔
力
　
？
？
？

・
騎
乗
　
？
？
？

保
有
ス
キ
ル

？
？
？

宝
具

？
？
？
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ハ
ン
ド
ラ
ー

マ
ス
タ
ー
：
嵩
月
奏
　
真
名
：
夏
目
智
春

筋
力
　
Ｄ
　
魔
力
　
Ｅ
　
耐
久
　
Ｄ
　
幸
運
　
Ｅ
－
　
敏
捷
　
Ｄ
　
宝
具
　
？

？
？

属
性
：
秩
序
・
中
庸

ク
ラ
ス
ス
キ
ル

・
演
操
者
　
Ｃ
＋
・
・
・
機
巧
魔
神
を
呼
び
出
し
、
制
御
す
る
能
力
。
ス
キ
ル

ラ
ン
ク
が
高
い
ほ
ど
細
や
か
な
制
御
と
魔
力
の
浪
費
を
抑
え
る
事
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
。
ま
た
、
副
葬
処
女
を
視
認
す
る
事
が
可
能
。

保
有
ス
キ
ル

・
高
所
恐
怖
症
　
Ｃ
・
・
・
高
所
に
お
い
て
、
冷
静
な
判
断
が
出
来
な
く
な
る
。

・
契
約
者
　
Ａ
・
・
・
悪
魔
と
契
約
し
た
者
。
使
い
魔
を
従
え
る
こ
と
が
出
来

ド
ウ
タ
ー

る
。
ス
キ
ル
ラ
ン
ク
は
契
約
し
た
悪
魔
と
の
絆
の
深
さ
に
比
例
す
る
。

・
？
？
？

宝
具

？
？
？
　

キ
ャ
ス
タ
ー

マ
ス
タ
ー
：
高
梨
亮
　
真
名
：
？
？
？

属
性
：
？
？
？

筋
力
　
？
？
？
　
魔
力
　
？
？
？
　
耐
久
　
？
？
？
　
幸
運
　
？
？
？
　
敏
捷

　
？
？
？
　
宝
具
　
？
？
？

ク
ラ
ス
ス
キ
ル

・
陣
地
作
成
　
？
？
？

・
道
具
作
成
　
？
？
？

保
有
ス
キ
ル

？
？
？

宝
具

？
？
？
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ア
ー
チ
ャ
ー

マ
ス
タ
ー
：
遠
坂
凛
　
真
名
：
エ
ミ
ヤ

属
性
：
中
立
・
中
庸

筋
力
　
Ｄ
　
魔
力
　
Ｂ
　
耐
久
　
Ｃ
　
幸
運
　
Ｅ
　
敏
捷
　
Ｃ
　
宝
具
　
？
？
？

ク
ラ
ス
ス
キ
ル

・
対
魔
力
　
Ｄ
・
・
・
一
工
程
に
よ
る
魔
術
行
使
を
無
効
化
す
る
。
魔
力
避
け

シ
ン
グ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

の
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
程
度
の
対
魔
力
。

・
単
独
行
動
　
Ｂ
・
・
・
マ
ス
タ
ー
か
ら
魔
力
供
給
を
断
っ
て
も
し
ば
ら
く
は

自
立
で
き
る
能
力
。
ラ
ン
ク
Ｂ
な
ら
ば
、
マ
ス
タ
ー
を
失
っ
て
も
二
日
間
現
界

可
能
。

保
有
ス
キ
ル

・
千
里
眼
　
Ｃ
・
・
・
視
力
の
良
さ
。
遠
方
の
標
的
の
捕
捉
、
動
体
視
力
の
向

上
。

・
魔
術
　
Ｃ
－
・
・
・
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
魔
術
を
習
得
。
得
意
な
カ
テ
ゴ
リ

ー
は
不
明
。

・
心
眼
（
真
）
　
Ｂ
・
・
・
修
行
。
鍛
錬
に
よ
っ
て
培
っ
た
洞
察
力
。
窮
地
に

お
い
て
、
そ
の
場
で
残
さ
れ
た
活
路
を
導
き
出
す
戦
闘
倫
理
。

宝
具

・
無
限
の
剣
製
　
Ｅ
～
Ａ
＋
＋
・
・
・
固
有
結
界
。
視
認
し
た
武
器
を
複
製
す

ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
ブ
レ
イ
ド
ワ
ー
ク
ス

る
。
た
だ
し
、
複
製
し
た
武
器
は
ラ
ン
ク
が
一
つ
下
が
る
。
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ス
テ
ー
タ
ス
画
面
（
第
一
話
分
反
映
・
随
時
更
新
）
（
後
書
き
）

因
み
に
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
組
の
ス
テ
ー
タ
ス
は
完
全
に
コ
ピ
ペ
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０
話
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
黄
金
の
は
ち
み
つ
酒
の
味
（
タ
イ
ト
ル
に
意
味
は
な
い
）
」

　
「
誰
よ
り
、
よ
く
～
ば
り
な
の
は
～
♪
」

　　
一
人
の
銀
髪
の
少
女
が
ソ
フ
ァ
に
う
つ
伏
せ
に
な
り
、
機
嫌
良
さ
気
に
歌
を

口
ず
さ
み
な
が
ら
携
帯
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
で
い
る
。

　
服
装
は
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
に
チ
ェ
ッ
ク
柄
の
ベ
ス
ト
、
そ
し
て
同
模
様
の
ミ
ニ

ス
カ
ー
ト
と
現
在
の
体
勢
を
考
え
る
と
な
か
な
か
際
ど
い
格
好
で
あ
る
が
、
そ

ん
な
彼
女
を
視
界
に
納
め
て
い
る
少
年
の
心
は
カ
ケ
ラ
も
動
か
な
い
。

　
彼
に
と
っ
て
少
女
は
異
性
な
ら
ぬ
異
星
人
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
エ
イ
リ
ア
ン

で
あ
る
。
プ
レ
デ
タ
ー
と
戦
っ
て
負
け
た
ア
レ
で
あ
る
。
あ
ん
な
の
に
欲
情
す

る
―
―
一
部
の
人
間
に
は
居
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
年
に
と
っ
て
そ
れ
は
天

地
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
も
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
「
な
ぁ
、
ニ
ャ
ル
子
」

　
「
な
ん
で
す
か
？
真
尋
さ
ん
」

　
ニ
ャ
ル
子
と
呼
ば
れ
た
少
女
が
声
の
主
で
あ
る
八
坂
真
尋
へ
視
線
を
向
け
る
。

　
「
お
前
、
何
時
に
な
っ
た
ら
こ
の
家
か
ら
出
て
行
く
ん
だ
？
」

　
ま
る
で
予
定
調
和
の
よ
う
に
気
負
っ
た
風
も
な
く
、
し
ご
く
う
ん
ざ
り
と
真

尋
は
ニ
ャ
ル
子
に
問
い
か
け
る
。

　
「
い
き
な
り
何
ば
ゆ
っ
と
ね
！
？
」

　
真
尋
の
ふ
つ
う
に
考
え
れ
ば
あ
ん
ま
り
に
も
あ
ん
ま
り
な
発
言
に
、
ニ
ャ
ル

子
が
変
な
方
言
で
驚
き
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
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「
い
や
、
だ
か
ら
何
時
に
な
っ
た
ら
こ
の
家
を
出
て
く
の
か
と
」

　
ニ
ャ
ル
子
に
非
難
さ
れ
て
い
る
理
由
が
ま
る
で
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
風
に

問
い
直
す
。

　　
「
出
て
く
も
何
も
、
私
お
母
様
か
ら
滞
在
許
可
貰
い
ま
し
た
よ
ね
！
？
と
い

う
か
、
真
尋
さ
ん
い
き
な
り
何
な
ん
で
す
か
？
な
ん
で
ツ
ン
デ
レ
ー
ト
（
ツ
ン

デ
レ
比
率
）
が
初
期
状
態
に
戻
っ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
で
す
か
！
？
暴
言
も
多
少
や

わ
ら
か
く
な
っ
て
、
フ
ォ
ー
ク
で
私
の
こ
と
を
刺
さ
な
い
真
尋
さ
ん
は
何
処
に

い
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
か
ァ
！
？
」

　
「
…
…
な
ん
だ
そ
れ
は
。
一
体
何
処
の
二
次
創
作
の
僕
だ
？
そ
れ
は
」

　
「
逢
空
万
丈
先
生
の
！
公
式
の
！
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
の
！
あ
な
た
で
す
よ
！
！
」

　
ニ
ャ
ル
子
の
剣
幕
に
、
真
尋
は
と
り
あ
え
ず
話
題
を
変
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
ん
で
、
さ
っ
き
か
ら
お
前
は
そ
ん
な
上
機
嫌
で
何
や
っ
て
る
ん
だ
？
」

　
「
あ
ぁ
、
こ
れ
で
す
か
？
良
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
！
こ
れ
は
『
聖
杯
戦

争
シ
ク
ー
ム
』
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
し
て
…
…
」

　
話
題
を
変
え
ら
れ
た
こ
と
に
も
文
句
を
言
わ
ず
、
む
し
ろ
良
く
ぞ
聞
い
て
く

れ
ま
し
た
と
ば
か
り
に
嬉
々
と
し
て
説
明
を
始
め
る
ニ
ャ
ル
子
に
真
尋
は
己
の

選
択
の
ミ
ス
を
悟
っ
た
が
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で
聞
い
て
や
る
事
に
す
る
。
大

丈
夫
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
値
は
ま
だ
十
分
の
は
ず
だ
。

　
「
ま
ず
最
初
に
、
七
人
の
マ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
を
設
定
し

ま
し
て
、
次
に
各
マ
ス
タ
ー
に
対
し
て
一
騎
ず
つ
計
七
騎
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を

設
定
し
ま
す
…
…
」

　
な
お
、
ニ
ャ
ル
子
の
説
明
を
ま
と
め
る
と
こ
う
だ
。

　
・
七
人
の
マ
ス
タ
ー
と
七
騎
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
設
定
。
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・
各
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
は
該
当
す
る
ク
ラ
ス
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
選
択
す
る
。
ま
た
、
一
部
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に

は
エ
キ
ス
ト
ラ
ク
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
特
殊
ク
ラ
ス
が
存
在
す
る
が
、
一
プ
レ
イ

に
付
き
エ
キ
ス
ト
ラ
ク
ラ
ス
を
選
択
で
き
る
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
一
騎
の
み
。

　
・
基
本
的
な
プ
レ
イ
は
全
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
任
せ
で
あ
り
、
プ
レ
イ
時
間

に
応
じ
て
「
神
の
見
え
ざ
る
ポ
イ
ン
ト
」
が
加
算
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
消
費
す
る
事
に
よ
っ
て
「
運
命
イ
ベ
ン
ト
」
と
呼
ば
れ
る
ゲ
ー
ム
全
体
に

対
す
る
強
制
力
を
持
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
発
生
さ
せ
る
事
が
出
来
る
。

　
・
プ
ロ
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
リ
プ
レ
イ
、
通
称
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
」
に
よ
っ
て
エ
キ
ス

ト
ラ
ク
ラ
ス
の
制
限
な
ど
一
部
シ
ス
テ
ム
上
の
制
限
を
無
視
し
て
い
る
。

　
一
部
真
尋
に
よ
る
解
釈
が
混
じ
っ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
そ
う
い
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
ら
し
い
。
後
つ
い
で
に
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
一
体
ど
ん
な

も
の
か
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
が
、
真
尋
に
と
っ
て
は
至
極
ど
う
で
も
い
い

こ
と
だ
っ
た
。

　
「
ニ
ャ
ル
子
も
、
聖
シ
ク
や
っ
て
る
の
？
」

　
赤
い
髪
を
頭
の
両
サ
イ
ド
で
縛
っ
て
い
る
少
女
―
―
ク
ト
ゥ
グ
ア
が
そ
ん
な

二
人
の
会
話
に
入
っ
て
く
る
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
「
聖
シ
ク
」
と
は
「
聖
杯
戦

争
シ
ク
ー
ム
」
の
略
称
だ
ろ
う
。

　
「
お
や
、
“
私
も
”
っ
て
こ
と
は
ク
ー
子
も
や
っ
て
る
の
で
す
か
？
私
は
今

が
初
プ
レ
イ
で
す
が
」

　
「
ニ
ャ
ル
子
は
キ
ャ
ラ
ど
ん
な
の
に
し
た
の
？
」

　
「
ふ
っ
ふ
っ
ふ
ー
、
良
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
」

　
そ
う
い
っ
て
ク
ー
子
だ
け
で
は
な
く
真
尋
に
ま
で
見
え
る
よ
う
に
、
ゲ
ー
ム

機
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
見
せ
る
ニ
ャ
ル
子
。

　
そ
こ
に
は
マ
ス
タ
ー
と
な
る
人
物
の
名
前
と
、
彼
ら
が
使
役
す
る
サ
ー
ヴ
ァ
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ン
ト
の
ク
ラ
ス
が
表
示
さ
れ
て
い
た
。

　　
マ
ス
タ
ー
：
阿
良
々
木
暦
：
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
イ
ン
ジ
ャ
リ
ー
ヴ
ァ
ン
プ

　
マ
ス
タ
ー
：
衛
宮
士
郎
：
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
セ
イ
バ
ー

　
マ
ス
タ
ー
：
草
壁
美
鈴
：
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
デ
ィ
テ
ク
テ
ィ
ブ

　
マ
ス
タ
ー
：
草
薙
護
堂
：
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
セ
イ
バ
ー

　
マ
ス
タ
ー
：
嵩
月
奏
：
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
ハ
ン
ド
ラ
ー

　
マ
ス
タ
ー
：
高
梨
亮
：
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
キ
ャ
ス
タ
ー

　
マ
ス
タ
ー
：
遠
坂
凛
：
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
は
ア
ー
チ
ャ
ー

　
ど
う
や
ら
並
び
順
は
五
十
音
順
ら
し
い
。

　
「
基
本
的
に
無
難
な
組
み
合
わ
せ
」

　
「
そ
り
ゃ
あ
、
私
王
道
大
好
き
っ
子
で
す
か
ら
。
ま
ぁ
、
せ
っ
か
く
マ
ス
タ

ー
に
縁
の
ゆ
か
り
も
な
い
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
召
還
で
き
る
仕
様
で
す
の
で
、
一

部
は
違
い
ま
す
け
ど
」

　
「
そ
れ
と
、
原
作
キ
ャ
ラ
を
入
れ
て
る
の
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
進
行
の
た
め
？
」

　
「
で
す
ね
。
初
回
プ
レ
イ
な
ん
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
っ
て
い
る
人
物
が
居
た
方

が
ス
ム
ー
ズ
で
す
し
」

　
真
尋
が
軽
く
現
実
逃
避
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
ニ
ャ
ル
子
と
ク
ー
子
が
設
定

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
ア
レ
コ
レ
話
し
合
っ
て
い
る
。
と
い
う
か
誰
が

王
道
大
好
き
っ
子
だ
、
こ
の
邪
神
界
一
の
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
が
。

　
「
な
ぁ
ニ
ャ
ル
子
、
マ
ス
タ
ー
に
一
人
ほ
ど
生
身
で
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
タ
メ

張
れ
そ
う
…
…
と
い
う
か
、
む
し
ろ
お
前
が
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
に
な
る
べ
き
だ
ろ
。

み
た
い
な
の
が
混
じ
っ
て
る
ん
だ
が
…
…
」

　
真
尋
に
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
バ
ラ
ン
ス
ブ
レ
ー
カ
ー
が
入
っ
て
い
る
事
に
、
突

っ
込
ま
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
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「
あ
ー
、
実
は
そ
の
人
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
宝
具
が
な
ま
ら
魔
力
が
必
要
で

し
て
、
そ
れ
を
補
え
る
マ
ス
タ
ー
は
…
…
と
考
え
た
結
果
、
そ
う
な
っ
た
の
で

す
」

　
実
も
蓋
も
な
い
な
。
と
思
っ
た
が
よ
く
よ
く
考
え
て
み
た
ら
、
こ
い
つ
が
プ

レ
イ
す
る
ゲ
ー
ム
の
ゲ
ー
ム
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
て
て
も
自
身
に
と
っ
て
は
す

ご
く
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
の
で
、
真
尋
は
そ
れ
以
上
は
口
を
閉
ざ
し
た
。

　
「
さ
ぁ
、
で
は
第
一
次
ニ
ャ
ル
聖
杯
戦
争
ス
タ
ー
ト
で
す
！
」

　
す
ご
く
呪
わ
れ
て
そ
う
な
聖
杯
の
名
前
を
叫
び
な
が
ら
、
ニ
ャ
ル
子
は
ゲ
ー

ム
の
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。
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０
話
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
黄
金
の
は
ち
み
つ
酒
の
味
（
タ
イ
ト
ル
に
意
味
は
な
い
）
」
（
後
書
き
）

ニ
ャ
ル
聖
杯
戦
争
始
め
ま
し
た
。
（
冷
や
し
中
華
風
に
）
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１
話
「
始
ま
り
は
突
然
に
。
も
し
か
し
た
ら
終
わ
り
も
突
然
か
も
」

　
衛
宮
士
郎
と
遠
坂
凛
は
目
の
前
に
い
る
二
人
の
人
物
―
―
い
や
、
正
確
に
言

う
な
ら
ば
二
騎
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
姿
に
戸
惑
っ
て
い
た
。

　
「
セ
イ
、
バ
ー
？
」

　
「
ア
ー
チ
ャ
ー
…
…
」

　
青
い
騎
士
王
と
紅
衣
の
英
雄
―
―
彼
ら
の
か
つ
て
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
目
の

前
に
佇
ん
で
い
た
。

　
「
お
久
し
ぶ
り
で
す
、
シ
ロ
ウ
」

　
「
ど
う
し
た
？
我
が
マ
ス
タ
ー
。
そ
の
よ
う
な
間
の
抜
け
た
顔
を
し
て
」

　
ま
る
で
変
わ
ら
な
い
二
人
の
態
度
に
ど
う
反
応
す
る
べ
き
か
、
い
ま
だ
に
混

乱
覚
め
や
ら
ぬ
二
人
。

　
た
だ
口
を
衝
い
て
出
る
言
葉
は
「
何
故
」
と
い
う
疑
問
符
。

　
「
“
何
故
”
？
何
故
と
い
わ
れ
て
も
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
魔
術
師
の
目
の
前

に
現
わ
れ
る
理
由
は
た
だ
一
つ
し
か
な
い
だ
ろ
う
」

　
や
れ
や
れ
と
頭
を
振
り
、
尊
大
に
腕
を
組
む
。

か
ぶ
り

　
「
聖
杯
、
戦
争
…
…
…
」

　
士
郎
の
言
葉
か
凛
の
言
葉
か
、
ど
ち
ら
か
と
も
な
く
吐
き
出
さ
れ
た
言
葉
に

ア
ー
チ
ャ
ー
は
肩
を
す
く
め
て
鼻
で
笑
う
。
そ
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
肯
定
の
意

味
だ
と
い
う
こ
と
が
、
魔
術
師
二
人
に
は
手
に
と
る
よ
う
に
理
解
で
き
た
。
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時
を
同
じ
く
し
て
、
全
て
の
マ
ス
タ
ー
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
互
い
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
対
面
す
る
。

　
あ
る
者
に
は
再
会
を

　
あ
る
者
に
は
邂
逅
を

　
あ
る
者
に
は
予
定
調
和
を

　
あ
る
者
に
は
混
乱
を
…
…

　
＊
＊
＊

　
時
代
が
か
っ
た
洋
館
の
玄
関
先
に
は
、
そ
の
名
に
冠
さ
れ
て
い
る
桜
の
大
樹

が
存
在
す
る
。

　
そ
の
す
ぐ
脇
で
少
年
は
待
っ
て
い
た
。

　
何
故
自
分
が
こ
の
場
所
に
い
る
の
か
、
そ
う
い
っ
た
疑
問
は
当
然
の
よ
う
に

あ
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
自
分
が
ま
だ
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
場
所
で
あ
り
、
同

時
に
自
ら
の
足
で
た
ど
り
着
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
で
あ
る
の
に
自
分
は

こ
の
場
所
に
い
る
。

　
そ
ん
な
事
態
で
あ
る
が
、
不
思
議
と
心
は
落
ち
着
い
て
い
た
。

　
待
ち
人
は
ま
も
な
く
来
る
だ
ろ
う
。
あ
り
え
な
い
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
も
そ
れ
だ
け
は
確
信
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
時
が
来
た
―
―
足
元
で
丸
ま
っ
て
い
た
己
の
名
前
の
一
字
を

持
つ
絆
の
証
が
、
身
体
を
起
こ
し
小
さ
く
鳴
く
。

　
洋
館
の
扉
が
開
き
、
一
人
の
少
女
が
姿
を
現
す
。

　「
…
…
っ
！
」

　
長
い
髪
を
後
ろ
に
束
ね
た
少
女
が
、
少
年
の
姿
を
視
界
に
納
め
る
と
驚
き
の

表
情
を
浮
か
べ
、
目
を
見
開
く
。
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彼
女
を
前
に
す
る
ま
で
は
少
年
自
身
も
、
彼
女
の
姿
を
前
に
し
た
ら
駆
け
寄

っ
て
抱
き
し
め
よ
う
か
と
柄
に
も
な
い
こ
と
を
思
っ
て
い
た
が
、
い
ざ
少
女
を

目
の
前
に
し
て
出
来
た
の
は
微
笑
を
返
す
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
少
年
は
そ
れ
で
も
良
い
と
思
っ
た
。

　
例
え
こ
れ
が
、
本
来
あ
り
え
な
い
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
事
態
で
も
、
こ
う
し
て

彼
女
と
再
び
出
会
え
た
の
な
ら
。

　
例
え
自
分
達
が
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
マ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
関
係
で
あ
っ
て

も
、
こ
う
し
て
彼
女
と
同
じ
時
を
再
び
過
ご
せ
る
の
な
ら
、
些
細
な
事
だ
。

　
そ
う
思
い
、
少
年
は
己
の
契
約
悪
魔
に
呼
び
か
け
る
。

い
と
し
い
ヒ
ト

　
「
や
ぁ
、
嵩
月
…
…
ひ
さ
し
ぶ
り
」

　
「
夏
目
…
…
く
ん
」

　
こ
う
し
て
、
少
年
と
少
女
は
再
開
を
果
た
し
た
。

　
＊
＊
＊

　
草
薙
護
堂
が
眠
り
か
ら
目
を
覚
ま
す
と
、
そ
こ
は
自
分
の
部
屋
で
は
な
く
彼

の
相
棒
の
部
屋
だ
っ
た
。

　　
「
っ
！
？
」

　
そ
の
事
実
が
頭
に
浸
透
す
る
と
、
護
堂
は
す
ぐ
さ
ま
飛
び
起
き
る
。

　
何
故
自
分
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
昨
晩
は
確
か
に
自
分
の
部
屋
で
床
に
就
い
た
は
ず
な
の
に
。

　
慌
て
て
こ
と
の
元
凶
と
思
わ
れ
る
相
棒
の
姿
を
探
す
が
、
そ
の
姿
は
何
処
に

も
見
え
な
い
。

　
そ
う
し
て
部
屋
を
見
渡
す
事
に
よ
り
、
そ
の
部
屋
の
違
和
感
に
気
づ
く
。
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い
つ
も
は
多
く
の
も
の
が
ひ
し
め
い
て
い
る
こ
の
部
屋
が
、
妙
に
落
ち
着
い

て
い
る
―
―
否
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
部
屋
に
は
圧
倒
的
に
物
が
欠
如
し
て

い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
今
護
堂
自
身
が
寝
て
い
た
ベ
ッ
ド
や
そ
の
脇
に
あ
る
サ
イ
ド
テ

ー
ブ
ル
や
本
棚
な
ど
は
存
在
す
る
が
、
そ
こ
に
飾
ら
れ
て
い
る
べ
き
物
収
め
ら

れ
て
い
る
べ
き
物
が
存
在
し
な
い
、
ま
る
で
本
来
の
部
屋
の
間
取
り
を
真
似
た

だ
け
の
部
屋
。

　
そ
の
こ
と
に
考
え
が
至
る
と
、
護
堂
は
す
ぐ
さ
ま
ベ
ッ
ド
か
ら
抜
け
出
す
と
、

よ
う
や
く
自
身
の
身
に
起
こ
っ
た
一
つ
の
変
化
に
気
が
つ
く
。

　
そ
れ
は
護
堂
の
服
装
。
昨
晩
は
確
か
に
寝
巻
き
に
着
替
え
た
は
ず
な
の
に
、

今
の
格
好
は
護
堂
の
通
う
城
楠
学
院
の
制
服
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
何
故
今
ま

で
気
づ
か
な
か
っ
た
の
か
と
も
護
堂
本
人
も
思
う
が
、
そ
れ
ほ
ど
気
が
動
転
し

て
い
た
―
―
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
く
の
が
優
し
さ
で
あ
ろ
う
。

　
閑
話
休
題
。

　
こ
う
し
た
事
実
か
ら
、
護
堂
は
一
つ
の
結
論
に
至
る
。
こ
れ
は
自
分
の
相
棒

に
よ
る
い
た
ず
ら
で
は
な
い
と
。
そ
し
て
、
一
体
な
に
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
わ
か
ら
な
い
が
、
い
ち
早
く
現
状
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
。

　
一
度
な
す
べ
き
事
を
決
め
て
し
ま
え
ば
、
護
堂
の
行
動
は
非
常
に
迅
速
的
だ

っ
た
。

　
ま
ず
、
今
ま
で
自
分
の
い
た
部
屋
を
出
て
、
キ
ッ
チ
ン
、
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ

ン
グ
、
更
に
は
洗
面
室
や
バ
ス
ル
ー
ム
ま
で
く
ま
な
く
調
べ
た
が
、
や
は
り
家

具
や
食
器
の
類
は
存
在
し
た
が
私
物
と
お
よ
そ
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
在
し
な
い
。

　
「
あ
と
は
、
こ
こ
だ
け
か
…
…
」

　
護
堂
が
前
に
す
る
の
は
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
間
取
り
の
中
の
最
後
の
一
部
屋
で
、
自

分
の
相
棒
の
使
用
人
の
私
室
だ
。

　
個
室
と
も
な
れ
ば
本
来
な
ら
ば
優
先
的
に
調
べ
る
べ
き
部
屋
で
は
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
護
堂
は
本
来
の
こ
の
部
屋
に
入
っ
た
事
が
な
く
、
な
ま
じ
間

取
り
だ
け
と
は
い
え
ほ
ぼ
完
全
に
模
倣
さ
れ
た
だ
け
に
、
勝
手
に
入
る
の
が
憚
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れ
た
為
最
後
に
回
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
ア
ン
ナ
さ
ん
…
…
ご
め
ん
な
さ
い
っ
」

　
こ
の
場
に
い
な
い
本
来
の
部
屋
の
主
に
謝
罪
を
述
べ
な
が
ら
、
部
屋
の
ド
ア

を
開
け
る
。

　
ベ
ッ
ド
と
サ
イ
ド
テ
ー
ブ
ル
、
さ
ら
に
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
や
机
、
本
棚
な
ど
置

か
れ
て
い
る
家
具
に
特
に
こ
れ
と
い
っ
て
特
徴
が
な
い
も
の
の
、
や
は
り
物
が

圧
倒
的
に
無
い
為
か
ひ
ど
く
生
活
臭
が
欠
如
し
て
い
る
部
屋
。

　
そ
し
て
そ
の
部
屋
の
ベ
ッ
ト
に
腰
を
か
け
て
い
る
、
お
そ
ら
く
護
堂
と
近
し

い
年
代
で
あ
ろ
う
東
洋
人
風
な
少
年
。

　
そ
の
少
年
と
護
堂
の
眼
が
合
う
。

　
「
…
…
…
誰
？
」

　
「
え
っ
と
、
せ
い
ば
ー
？
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
？
ら
し
い
で
す
」

　
護
堂
の
疑
問
に
少
年
が
、
非
常
に
不
安
が
残
る
回
答
を
し
た
。



19

１
話
「
始
ま
り
は
突
然
に
。
も
し
か
し
た
ら
終
わ
り
も
突
然
か
も
」
（
後
書
き
）

第
二
話
で
す
。
一
部
マ
ス
タ
ー
と
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
登
場
。

と
い
う
か
、
基
本
的
に
智
春
組
の
シ
ー
ン
が
書
き
た
か
っ
た
だ
け
。
（
ぉ
ぃ

ス
ラ
ク
ラ
は
小
説
基
準
、
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
組
に
関
し
て
は
誰
ル
ー
ト
と
か
基
本
的
に

考
え
て
ま
せ
ん
、
な
ん
か
都
合
の
い
い
設
定
と
い
う
こ
と
に
し
て
く
だ
さ
い
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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